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ＸＰ倍量給与により、移行期の牛のパフォーマンＸＰ倍量給与により、移行期の牛のパフォーマン
スと健康が改善するスと健康が改善する

研究の概要研究の概要

結果結果

移行期の牛に倍量のＸＰを給与したときの効果を調べるため、オレゴン州立大
学で研究が行われた。

・ 96頭の経産ホルスタイン牛を経産回数（2、3、4回、それ以上）で群に分け、ランダムに試験区に

割り当てた。

・ 牛はヘッドロック付きフリーストール牛舎で飼育し、分娩前は１日１回朝に飼料を給与し、分娩後

は１日２回給与した。

・ 試験期間は分娩予定日の４週間前から開始し、分娩から４週間後に終了した。

・ 試験飼料は0（対照区）、56、112g/日のXPと、84gの糖蜜、それぞれ168、112、56gのコーンミール
を混ぜたものから成る。飼料は朝の給与時に、それぞれの牛に個々にトップドレスし、その間30-
45分ほどスタンチョンに首をロックした。

・ 牛は１日６回搾乳し、飼料給与の間隔は２－６時間とした。分娩直後または病気の牛は一日２回

搾乳し、飼料給与の間隔は０．５－１．５時間とした。

・ 乳量とそのサンプルを週2日不定期に採取し、乳脂肪、たんぱく質、乳糖について分析した。

・ 血液のサンプルを、血清のグルコース、ＮＥＦＡ（遊離脂肪酸）、β-ヒドロキシ酪酸塩（ＢＨＢＡ）、尿
素窒素について、分娩予定日の28日前から毎週採血し、分娩が近づくと１日おきに採血、それか
ら分娩後0,1,3,7,14,21,28日目に採血した。

・ 分娩の日に飼料を食べきった牛の割合は、0、56、112g/日のXPを与えた牛に対して、それぞれ56、
67、84％だった。（XP vs. 対照区、　ｐ値＜0.04）

・ 乳生産の反応には様々な傾向があったものの（週２回不定期の測定のため）、この研究では良く
バランスのとれた2産次の泌乳牛のグループがあった。これらの牛の反応に焦点を当てると、XP
を給与することにより、乳生産、たんぱく質、乳糖、総固形分の量が増えることが示された。
（p<0.05; 図1、2）

・ 投与量に関係なく、XPは血清グルコース（p=0.08）と尿素窒素濃度（p=0.02）を増加させるか、又は

増加させる傾向があった。

・ より多くXPを投与することにより、2産次泌乳牛の分娩後のＮＥＦＡ濃度が低下した。（p<0.05、図３）

・ さらにＸＰは、分娩日のＢＨＢＡ濃度を低下させた。（p<0.04、図4）

・ 56ｇ、112ｇどちらの量のXPでも乳房炎を著しく低下させた。 （p<0.02）



結果　（続き）結果　（続き）

図1. ＸＰが２産次泌乳牛の乳生産に与

える効果

図2. ＸＰが２産次泌乳牛の乳成分の

生産に与える効果

図3. ＸＰが２産次泌乳牛の分娩後の

血清中ＮＥＦＡ濃度に与える効果
図4. ＸＰが２産次泌乳牛の分娩後の

血清中ＢＨＢＡ濃度に与える効果
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・　この結果は112ｇ/日のXP給与が、推奨量である56ｇ/日と比較して、泌乳パフォーマンスと代謝　

　　状態を高めることに有効であることを示している。


